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看護師・看護助手の確保

看護師・看護助手共に、新卒・既卒問わず看護職員の人員確保が
難しい状況が続いている。

・絶対数の減少（少子化）

・待遇面での差別化も困難（他職種全体への影響）

・地域での囲い込み（新卒看護師は設置母体からの干渉）

⇒近隣病院も同じような状況で取り合いになっている

⇒新規採用以上に、退職防止に努める必要



看護師・看護助手の確保

7,103人

7,967人



看護師・看護助手の確保

退職者へ退職理由のヒアリングを行うと・・・

・待遇面での不満

・職場の人間関係

・家庭の事情

・業務内容（負荷）



看護師・看護助手の確保

業務内容（負荷）は改善の余地があるのでは？

⇒本来業務に集中できない不満（経験者ほど）

⇒部屋・浴室の清掃、シーツ交換、ベッドメイク、消耗品の補充
など雑務に追われている状況

看護業務・介護業務に該当しない部分を切り離し、外部委託する
ことで看護助手の雑務負担を減らし、本来の看護補助業務を行え
るようにする（タスクシフティング）



看護師・看護助手の確保

2024年7月より、サマンサジャパン株式会社と業務委託契約を
結び、「ナースエイド」を導入

近隣在住者に募集をかけ、100名を超える応募者の中から15名
程度を採用（1日あたりの勤務人数は8名）。一か月の教育期間
を経て稼働を開始した。



看護師・看護助手の確保

応募者が多かった理由として

・近隣相場より高い時給設定

・勤務時間、曜日の希望を幅広く受入れ

・新規事業であることの強調



看護師・看護助手の確保

・毎月定例の打ち合わせを行い、双方の課題確認と調整を行って
いる

・看護師、看護助手それぞれの負担軽減、本来業務へ集中できる

環境ができてきた（入浴介助に対応できる患者数が増えた・

患者移送を看護師がやらなくて済むようになった等）

・コスト（約250万/月）はかかるが技術的にというよりも頭数
が必要な業務であり、同人数を自前で確保することは難しい



看護師・看護助手の確保

土日祝日、夜勤帯は勤務対象外のため、人員が手薄な時間帯は
残っている。

既存職員の退職が減り、本来業務に専念できる環境を維持して、
魅力ある職場としてPRできるよう改善を続けていきたい。
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